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研究分野
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経歴

所属学会（役職）

【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

（２）論文

1 共著
日本歯科衛生教育学
会；8（2）；第8巻2号；
ｐ,55-61

秋山恭子、新井 恵、
高久 悟、木下淳博

2017.10

（３）学会発表

1 共著
日本歯科衛生学会第12
回学術大会、東京都

〇新井 恵、高久 悟 2017.08

2 共著
平成29年度新潟歯学会
第2回例会、新潟市

〇新井 恵、 葭原 明
弘

2017.11

（４）その他

1

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2017.4

2 2017.10～2017.12

（２）演習

1 2017.4～2017.8

2 2017.10～2018.2

3 2017.5～2017.8

4 2017.10～2018.1

5 2017.10～2018.2

6 2017.7～2017.9

該当なし

該当なし

口腔保健学

修士（リハビリテーション）

1994年埼玉県立衛生短期大学歯科衛生学科（現埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保健
科学専攻）、2004年放送大学教養学部、2009年筑波大学大学院教育研究科カウンセリング専攻リハビリ
テーションコース

2000年埼玉県立大学短期大学部歯科衛生学科（現埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保
健科学専攻）助手、2006年埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保健科学専攻助教、2013
年埼玉県立大学保健医療福祉学部健康開発学科口腔保健科学専攻講師、2018年埼玉県立大学保健医療
福祉学部健康開発学科口腔保健科学専攻准教授

日本歯科衛生学会、日本歯科衛生教育学会、日本口腔衛生学会、日本公衆性衛生学会、新潟歯学会、日
本歯科医学教育学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

歯科衛生学生におけるSCATを用いた多
職種連携教育に関する課題の抽出

保育園児の家庭における歯磨き状況と保
護者の意識調査

該当なし

口腔疾患予防学
科目責任者として、科学的根拠に基づき個人または集団を対象とし
たヘルスプロモーションの実践ができるよう授業を行った。

歯周病予防処置法Ⅰ
科目責任者として、ファントーム模型上での歯周病予防処置法の実
習を通し、専門的知識の習得と関連する技術を修得できるよう授業
を行った。

科目責任者として、歯科衛生実践能力として4年間学んできた知識・
技術・態度を再確認し、対象者に応じた歯科衛生業務を行う能力を
養ため、事例検討やグループワークを取り入れた授業を行った。

透析患者に対して歯科衛生士が行う口腔
健康教育の有用性

科目担当者として、保健・医療・福祉の実践現場での実習で、援助を
必要とする人々・保健医療福祉に携わる人々・グループメンバーなど
との連携が円滑に行えるよう指導した。

ヒューマンケア体験実習

歯周病予防処置法Ⅱ
科目責任者として、歯周病予防処置法Ⅰで修得した知識および技術
を基盤に、学生相互実習を通して歯周病予防処置に関する能力を深
められるよう指導を行った。

歯周病予防処置法Ⅲ
科目責任者として身近な模擬患者を対象としたスケーリング等の歯
周病予防処置を実施し、様々な年齢の口腔内を観察して、歯周病予
防処置法の知識と技術を総合的に実践できるよう授業を行った。

齲蝕予防処置法
科目責任者として、齲蝕の成り立ちや予防方法、検査法の講義と、
フッ化物歯面塗布法、う蝕活動性試験、小窩裂溝填塞法の実習を行
い、総合的に理解できるよう努めた。

口腔保健科学実践特論

口腔保健科学概論
科目担当者として、歯科衛生士としての心構えや4年間で学ぶ内容、
臨床の場での活躍の様子について講義や事例を活用して授業を
行った。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

競争的資金等の名称



（３）実習

1 2017.10～2018.1

2 2017.10～2018.1

3 2017.4～2018.7

4 2017.4～～2017.7

（４）論文指導

1 2017.4～2018.1

（５）その他

1

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2015.4～現在

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

５．学内運営（委員会委員）

1

2

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

全国大学歯科衛生士教育協議会 理事、　教育・研究委員会副委員長

該当なし

該当なし

学生支援委員会 委員

該当なし

該当なし

就職対策部会　委員

該当なし

臨地・臨床実習Ⅳ
科目担当者として臨地・臨床実習のカンファレンスで実習指導を行っ
た。

卒業研究 学生3名を指導した。

臨地・臨床実習Ⅲ
科目担当者として医学部付属病院等のカンファレンスで実習指導を
行った。

臨地・臨床実習Ⅰ
科目担当者として、臨地臨床・実習のオリエンテーションで実習前指
導を行った。

臨地・臨床実習Ⅱ
科目担当者として、歯科大学病院実習のカンファレンスで実習指導を
行った。


